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平
成
二
十
一
年
三
月
定
例
議
会
に

当
た
り
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち

ま
し
て
、
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
の

所
信
と
平
成
二
十
一
年
度
の
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
私
、
平
成
二
十
年
十
月
執

行
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村

民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
無
投
票
に
よ
り
知

夫
村
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
十
一
月
十
四
日
に

就
任
し
、
早
、
四
ヶ
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し

た
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
知
夫
村
を
元

気
に
す
る
」
為
に
、
精
一
杯
の
努
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
、
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
理
解
の

程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
状
認
識

わ
が
国
の
経
済
は
、
世
界
の
金
融

資
本
市
場
の
危
機
を
契
機
に
世
界
的

な
景
気
後
退
が
見
ら
れ
る
中
で
、
外

需
面
に
加
え
国
内
需
要
も
停
滞
し
、

景
気
の
下
降
局
面
に
あ
り
、
雇
用
情

勢
が
急
速
に
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
一
年
度
の
国
の
地
方

財
政
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
基

づ
き
、
地
方
交
付
税
を
「
一
兆
円
」

既
定
の
加
算
と
は
「
別
枠
」
で
増
額

し
、「
雇
用
創
出
」
や
「
地
域
の
元

気
回
復
」
の
財
源
に
当
て
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
総
額
で
一
五
兆
八
千
億

円
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実

質
的
な
地
方
交
付
税
は
二
一
兆
円
と

前
年
度
比
二
兆
七
千
億
円
の
増
額
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

当
初
予
算
の
概
要

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。

予
算
総
額
は
、
九
七
七
、
四
六
二

千
円
と
し
、
平
成
二
十
年
度
当
初
予

算
よ
り
二
五
、
七
九
七
千
円
、
率
に

し
て
二
・
七
％
の
増
額
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
、
歳　

入

歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
税
は

対
前
年
度
比
五
・
六
％
減
の
四
五
、

一
六
九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う
減
及

び
た
ば
こ
税
の
減
額
を
想
定
し
て
お

り
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が

対
前
年
度
比
五
・
六
％
増
の
五
九
三
、

六
一
一
千
円
を
計
上
し
、
特
別
交
付

税
一
二
五
、
〇
〇
〇
千
円
を
合
わ
せ

交
付
税
は
歳
入
予
算
の
七
四
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
七
月

の
算
定
で
確
定
い
た
し
ま
す
が
、
昨

年
に
引
続
き
別
枠
で
「
地
方
再
生
対

策
費
」
や
今
年
度
新
た
に
「
地
方
雇

用
創
出
推
進
費
」
の
新
設
な
ど
対
前

年
度
当
初
予
算
よ
り
三
一
、
二
五
二

千
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
よ
る
財
源
不
足
は
な

く
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
等

の
繰
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
補
助
金
が
対
前
年
度
比
一
一
、

六
二
七
千
円
、
率
に
し
て
一
九
％
増

額
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
東
牧
林
地
一
体
的
整
備

事
業
及
び
長
尾
、
赤
壁
付
近
の
道
路

施
設
改
修
事
業
実
施
に
伴
う
県
補
助

金
の
増
額
で
す
。

二
、
歳　

出

続
い
て
、
歳
出
に
お
け
る
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

●
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

森
林
の
回
復
の
た
め
、
島
前
森
林

復
興
公
社
負
担
金
一
、
五
九
九
千
円

で
東
牧
地
区
の
新
植
、
二
・
〇
ha
と

下
刈
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

産
業
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
総
額

二
二
、
六
〇
一
千
円
を
計
上
し
、
焼

却
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
、
粗
大

ゴ
ミ
等
の
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
機
能
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
維
持
環
境
整
備
二
、
〇
〇
〇
千

円
、
県
道
知
夫
島
線
の
県
単
舗
装
整

備
、
四
、
〇
〇
〇
千
円
、
内
村
負
担

六
〇
〇
千
円
を
予
算
計
上
し
実
施
す

る
と
共
に
、昨
年
度
に
引
続
き
長
尾
、

赤
壁
周
辺
の
道
路
安
全
施
設
（
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
補
修
、
新
設
）
を
事
業

費
一
〇
、
一
〇
〇
千
円
に
て
、
約
六

〇
〇
ｍ
程
度
改
修
い
た
し
ま
す
。

●
産
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
継

続
実
施
し
て
お
り
ま
す
離
島
漁
業
再

生
支
援
事
業
は
、
平
成
二
十
一
年
度

が
最
終
年
度
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

〇
、〇
五
九
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、

水
産
加
工
品
製
造
、
藻
場
の
回
復
、

海
岸
清
掃
、
鮮
度
保
持
の
冷
海
水
水

槽
整
備
、
植
林
等
、
漁
業
集
落
会
員

に
事
業
計
画
等
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
水
産
業
の
振
興
と
島
外
市
場
の

開
拓
を
図
り
ま
す
。
又
、
新
規
自
営

漁
業
者
定
着
支
援
事
業
補
助
金
と
し

て
一
、
八
〇
〇
千
円
を
計
上
し
、
新

規
自
営
漁
業
者
に
漁
業
へ
の
定
着
を

支
援
す
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
村
内
の
漁
業
の
担

い
手
確
保
育
成
に
努
め
ま
す
。

畜
産
業
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
昨
年
度
か
ら
三
ヵ
年
事
業
で
島

根
県
農
業
公
社
事
業
に
よ
り
草
地
林

地
一
体
的
事
業
と
し
て
東
牧
の
雑
か

ん
木
除
去
七
ha
、
隔
障
物
五
〇
〇
ｍ
、

九
頭
牛
舎
一
棟
を
事
業
費
一
九
、七
四

八
千
円
で
実
施
し
放
牧
環
境
の
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
算
三
、
二
〇

〇
千
円
を
計
上
し
て
村
有
牛
の
貸
付

け
を
行
い
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
の

向
上
と
後
継
者
育
成
に
努
め
ま
す
。

定
住
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定

住
促
進
条
例
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

と
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
定
住
促
進
を
図

る
た
め
住
宅
改
修
、
新
築
の
た
め
の

土
地
取
得
費
用
の
助
成
金
や
引
越
し

助
成
金
一
七
、
二
五
〇
千
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
早
急
に

情
報
の
発
信
、
人
の
交
流
、
観
光
・

就
労
体
験
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
隠

岐
観
光
連
絡
協
議
会
負
担
金
八
四
六

千
円
、
知
夫
村
観
光
協
会
へ
の
補
助

金
、
二
、
三
九
〇
千
円
を
計
上
し
、

知
夫
村
に
於
け
る
観
光
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
旅
行
業
者
や
関
係
団

体
と
連
絡
を
密
に
し
、
観
光
客
の
誘

致
や
集
客
イ
ベ
ン
ト（
牛
の
海
泳
ぎ
、

野
大
根
祭
り
等
）
な
ど
を
実
施
し
村

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ホ
テ
ル
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
隠
岐
全
体
の
観
光
客
の
減
少
が

続
い
て
お
り
、
隠
岐
島
内
の
ど
の
宿

泊
施
設
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、
幸
い
に
も
ホ
テ
ル
知
夫
の
里
は

昨
年
四
月
に
就
任
し
た
崎
支
配
人
の

経
営
手
腕
と
社
員
以
下
関
係
者
の
努

力
に
よ
り
、本
年
二
月
末
現
在
で
四
、

四
〇
〇
千
円
の
黒
字
経
営
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
況
で
い
き
ま

す
と
平
成
二
十
年
度
決
算
に
お
い
て

は
平
成
十
年
度
に
八
四
〇
千
円
の
黒

字
以
来
十
年
ぶ
り
に
約
三
、
〇
〇
〇

千
円
の
黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

国
の
景
気
対
策
関
係
の
交
付
金
に

よ
り
ホ
テ
ル
関
係
で
は
約
一
一
、
〇

〇
〇
千
円
を
か
け
ト
イ
レ
の
改
修
で

あ
る
と
か
、
施
設
内
の
整
備
充
実
を

図
り
利
用
客
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ

集
客
の
増
加
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
だ
ん
だ
ん
」効
果
を
最
大
限
に
生

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
﨑
支
配
人
以
下

社
員
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
の
経
営

努
力
と
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
更
な

る
経
営
改
善
に
努
め
黒
字
経
営
の
継

続
を
目
指
し
、
存
続
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
教
育
・
文
化
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
で
小
中
学
校
教
育
振
興
促
進
事

業
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
教
育
振
興

を
図
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
、
エ
ア
コ

ン
等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
も
外
国
青
年
招
致
費
四
、
六
五

七
千
円
に
て
、
外
国
人
語
学
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
配
置
を
引
き
続
き

実
施
し
す
る
と
共
に
、
豊
か
な
心
を

持
っ
た
子
供
を
育
成
す
る
た
め
学
校

教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
多
沢

の
大
般
若
経
補
修
及
び
一
宮
神
社
の

後
醍
醐
天
皇
腰
掛
石
柵
の
修
理
に

一
、三
二
七
千
円
予
算
計
上
し
ま
す
。

●
安
全
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

特
に
医
療
の
問
題
で
あ
り
ま
す

が
、
診
療
所
の
並
河
先
生
が
今
月
末

で
離
任
さ
れ
、
後
任
は
邑
南
病
院
か

ら
山
之
内
先
生
（
三
十
歳
）
の
派
遣

駐
在
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
山
之
内

先
生
に
は
看
護
士
免
許
を
持
つ
奥
さ

ん
と
一
歳
の
子
供
さ
ん
が
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

現
在
診
療
所
の
先
生
が
、
月
に
一

回
（
三
日
）
程
度
休
暇
を
取
ら
れ
た

場
合
、
代
診
医
師
を
契
約
に
よ
り
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
も
医

師
不
足
は
深
刻
で
あ
り
代
診
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
も
難
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
県
医
療
対
策
室
長
か
ら
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
師
の
確
保

は
各
病
院
、
診
療
所
の
開
設
者
常
日

頃
か
ら
努
力
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

医
療
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
村
民

と
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

歯
科
診
療
所
の
菅
野
先
生
は
、
九

月
末
ま
で
半
年
間
契
約
延
長
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
後
任
に
つ

い
て
も
鳥
取
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔

外
科
に
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
対
策
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
徐
細
動
器
）
を
診
療

所
、
学
校
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
金
を

利
用
し
て
新
た
に
二
台
を
九
六
六
千

円
で
購
入
し
、
診
療
所
か
ら
遠
い
地

区
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

今
後
の
財
政
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
今
年
度
の
交
付
税
は
見
通
し
が
明

る
い
よ
う
で
す
が
、
国
税
、
地
方
税

収
入
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
、
交

付
税
総
額
は
増
え
る
も
の
の
各
自
治

体
の
税
収
の
落
ち
込
み
で
交
付
税
不

交
付
団
体
が
交
付
団
体
に
な
る
ケ
ー

ス
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
の
地

方
財
政
計
画
を
注
視
な
が
ら
「
中
期

財
政
計
画
」
の
数
値
見
直
し
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
中
期
財
政
計
画
で

は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
基
金
取

り
崩
し
が
計
画
に
上
げ
ら
れ
、
平
成

二
十
四
年
末
で
基
金
残
高
が
二
二

五
、
〇
三
二
千
円
と
推
計
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
以
降
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活
か
す

よ
う
、
村
民
が
望
ん
で
い
る
本
当
に

必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
、
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
健
全

財
政
化
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
村
政
運
営
に
関
す
る
所
信

及
び
主
要
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
村
民

の
皆
さ
ん
の
先
頭
に
た
っ
て
、
粉
骨

砕
身
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、議
員
の
皆
様
、

ま
た
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
村
政
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
支

援
、
ご
努
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年

施
政
方
針知夫村長

矢田　辰夫



�

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
診 療 所 事 業 特 別 会 計
歯 科 診 療 所 特 別 会 計
老人保健医療特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

計

136,484
96,309
19,943
753

18,343
32,329
62,601
366,762

千円

歳出

依存財

源

歳入

自主財源

【目的別の歳出内訳】

議会費
24,820千円（2.54％）

衛生費
41,786千円
（4.27％）

労働費
7千円（0.00％）

農林水産業費
66,791千円（6.83％）

商工費
41,217千円（4.22％）

消防費
31,098千円
（3.18％）

教育費
47,463千円
（4.86％）

公債費
218,670千円
（22.37％）

公債費
218,670千円
（22.37％）

諸支出費
129,859千円（13.29％）

予備費
8,505千円（0.87％）

災害復旧費
16千円（0.00％）

土木費
70,201千円
（7.18％）

総務費
165,018千円
（16.88％）

民生費
132,011千円
（13.51％）

村税
45,169千円（4.62％）

地方交付税
718,611千円
（73.52％）

その他
71,565千円
（5.84％）

その他
71,565千円
（5.84％）

その他
13,460千円（1.38％）

県支出金
73,957千円
（7.57％）

国庫支出金
14,404千円
（1.47％）

「依存財源その他」の内訳
地方譲与税 7,000
利子割交付金 200
配当割交付金 56
株式譲渡所得割交付金 23
地方消費税交付金 4,000
自動車取得税交付金 3,200
地方特例交付金 181

村債
54,700千円（5.60％）

自主財源
わずか

10.47％

「自主財源その他」の内訳
分担金及び負担金 12,909
使用料及び負担金 18,858
財産収入 1,595
寄付金 500
繰入金 590
繰越金 10,000
諸収入 12,709

（千円）

（千円）

9億7,746万円
平成21年度一般会計当初予算

昨年度より2,797万円の増

●村民1人当たりの歳出予算額

　1,467,658円
●村民1人当たりの借金の返済額

　　328,333円

主な事業
千円

●草地林地一体的整備事業 19,784
●経塚線改修工事 10,100
●離島漁業再生支援事業 10,054

総務費 165,018 千円
一般・人事・財産管理・消防・企画・徴税・広報・選挙・統計・開発センターなど

民生費 132,011 千円
社会福祉・高齢者福祉・国民年金・児童福祉・保育所・戸籍・乳幼児医療など

衛生費 41,786 千円
衛生総務・生活習慣病対策・母子保健・診療所・歯科・環境衛生など

66,791 千円
農業委員会・畜産・農業振興・林業・水産振興など

商工費 41,217 千円
商工総務・振興・観光・公園・自然環境など

議会費 24,820 千円
議員・事務局職員人件費、議会運営費など

土木費 70,201 千円
土木・道路新設改良・維持・河川管理・港湾管理・下水道・簡易水道・ゴミ・し尿処理など

消防費 31,098 千円
非常備消防・水防・消防施設維持など

教育費 47,463 千円
教育委員会・学校管理・教員住宅・社会教育・文化財保護・公民館など教育委員会・学校管理・教員住宅・社会教育・文化財保護・公民館など

公債費 218,670 千円
村債（借金）の元金・利子の返済・一時借入金利子など

138,387 千円
雇用対策・中小企業・基金への積み立て・不測の支出に備えての費用など

農林水産業費

労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

予
算
審
査
特
別
委
員
長

並
河　

広
忠

一
、平
成
二
十
一
年
度
各
種
会
計
予
算
は
、

世
界
規
模
で
の
経
済
不
況
に
よ
り
地
方

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
国

の
財
政
に
よ
る
緊
急
対
策
が
実
施
さ
れ

る
中
に
お
い
て
、
村
長
以
下
、
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
財
政
運
営
の
効
率
化
に

努
め
、
基
金
の
取
崩
し
な
く
予
算
編
成

が
で
き
た
努
力
に
対
し
て
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

二
、
村
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
新
規
自

営
業
者
支
援
事
業
、村
有
牛
貸
付
事
業
、

平
成
二
十
二
年
度
国
勢
調
査
を
見
据
え

た
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
の

諸
施
策
に
伴
う
財
源
確
保
に
尽
力
す
る

と
共
に
村
民
一
体
と
な
っ
た
産
業
の
発

展
、
定
住
事
業
の
更
な
る
計
画
遂
行
等

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま

す
。

予
算
審
査
報
告
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知夫村行政機構図
村　長　矢田　辰夫　　副村長　渡部　信行　　教育長　隠木　哲朗

（平成21年 4月 1日）

所属分担 係　名 職　名 氏　　名 主な事務分掌

総 務 課

課 長 田 上 　 俊 課統括事務

庶 務 係
主 任 主 事 高 田 英 治 庶務一般、給与、共済、監査
主 事 消防、統計、交通安全、情報

企画財政係
課 長 補 佐 安 藤 晋 治 固定資産税、企画財政
主 任 主 事 浜 　 憲 一 村民税、企画財政

村民福祉課

課 長 小 浜 清 人 課統括事務、福祉事務所長兼務

福 祉 係
係 長 渡 辺 智 彦 福祉事務所関係事務、後期高齢者医療
主 任 主 事 崎 　 博 一 福祉事務所関係事務、介護、年金

保健衛生係
課 長 補 佐 山　本　久美子 保険師業務
主 事 崎 　 慎 吾 国保、診療所事務、衛生一般

戸籍住民係 主 事 番 谷 美 穂 国保、診療所事務、旅券事務、保育所

建 設 課
課 長 崎 　 秀 政 課統括事務

管 理 係 係 長 川 本 博 樹 下水道、環境、廃棄物、建設一般
建 設 係 主 事 西 谷 大 介 下水道、環境、廃棄物、簡易水道

地域振興課

課 長 福 山 孝 行 課統括、農委事務局兼務

事業創出係
主 査 山 本 英 樹 定住、新規事業開発
主 事 定住、新規事業開発

農林水産係
課 長 補 佐 平 木 伴 佳 農林、水産
獣 医 師 野 田 浩 正 獣医師業務、農業共済

観光商工係
主 任 主 事 奥 本 重 勝 観光、交流、第 3セクター
主 任 主 事 古 谷 光 教 観光、交流、第 3セクター

内科診療所

所 長 山之内　智　志 診療所統括
課 長 補 佐 山　本　志津香 診療業務
看 護 師 徳　田　貴美江 看護業務
看 護 師 永 谷 マ リ 看護業務

歯科診療所
所 長 菅　野　磨以子 歯科診療所統括
臨 時 職 員 松 下 絹 衣 歯科助手
臨 時 職 員 山　根　いづみ 歯科助手

保 育 所

所 長 小 浜 清 人 兼務
保 育 士 田　中　シマ代 保育業務
保 育 士 宮 本 厚 子 保育業務
保 育 士 隠 木 千 秋 保育業務
臨 時 職 員 山　本　真由美 保育助手

教育委員会
教 育 次 長 並 河 達 子 委員会統括事務、給食センター所長
主 事 福 山 直 人 生涯学習一般、学校教育

議会事務局 事 務 局 長 矢 田 和 雄 選挙管理委員会事務局兼務、広報
出 納 室 会計管理者 影 原 知 明 出納事務

◆
副
村
長　

渡
部　

信
行

昨
年
十
二
月
定
例
議
会
に
於

い
て
、村
議
会
の
選
任
同
意
を
い

た
だ
き
、去
る
一
月
一
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
副
村
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
初
め
て
の
「
副
村
長
」
と
い
う
重
責
の

任
に
つ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

職
員
在
職
中
に
八
年
間
総
務
課
長
と
し
て
行
政
運

営
に
係
わ
っ
て
き
ま
し
た
経
験
を
活
か
し
村
の
掲
げ

る
政
策
が
円
滑
に
推
進
す
る
よ
う
、
矢
田
村
長
の
補

佐
役
と
し
て
誠
心
誠
意
職
務
に
専
念
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ん
の
き
た
ん
の
な
い

ご
意
見
そ
し
て
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
教
育
長　

隠
木　

哲
朗

四
月
一
日
、知
夫
村
教
育
委
員

会
よ
り
教
育
長
の
辞
令
を
拝
受

し
就
任
い
た
し
ま
し
た
。も
と
よ

り
浅
学
非
才
、そ
の
器
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
誠
心
誠
意
努
力
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
、
保
・
小
・
中
の
連

携
に
よ
る
教
育
活
動
の
推
進
、
二
、
地
域
の
人
材
活

用
と
体
験
活
動
を
重
視
し
た
教
育
活
動
の
推
進
、三
、

生
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
生
涯
学
習
の
推
進
、
以
上

の
三
点
を
主
要
課
題
と
し
て
、
学
校
教
育
行
政
及
び

社
会
教
育
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

公
民
館
長
も
兼
務
と
い
う
こ
と
で
大
役
で
ご
ざ
い

ま
す
。
微
力
な
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
職
務
の
重
さ

を
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
が

少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と

お
力
添
え
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶
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❶お肉と野菜のいっ
　ぱい入った
　野菜炒め
❷真央さんのような
　スケート選手

山本笑里さん佐々木　葵くん小新隼人くん

❶からいカレー
❷お父さんを手伝って
　牛を飼う

園のそばを歩いていると子どもたちのかわいい声
に足を止めてしまいます。地域のひとと安心して話
せるのもちぶりならこそ。もうすぐ夏、こどもたち
の水遊びの大きな歓声がきけます。

設立31年　現在25名の園児たち

高田　光さん徳若未来さん

堂下桂吾くん斉藤もえさん

木村千里さん ❶チキンラーメン
❷いちごチョコのついた
　ドーナツやさん

❶お肉がいっぱいの
　ハヤシライス
❷いろんなうどんが
　食べれるうどんやさん

❶お野菜たっぷり
　のシチュー
❷おいしいチョコ
　ケーキのケーキ
　やさん

❶卵いりのドリア
❷�おいしいレスト
　ランやさん

おじいちゃんは
山本嘉昭さん
（郡）

おじいちゃんは
高田　武さん
（大江）

おじいちゃんは
青柳清一さん
（古海）

おじいちゃんは
堂下義博さん
（多沢）

おじいちゃんは
仲　克忠さん
（大江）

おじいちゃんは
小新安夫さん
（薄毛）

笑顔が満開 新一年生

❶卵がいっぱいの
　チャーハン
❷�リボンのついた
　靴屋さん

①どんなものを食べたら
　パワーがでますか？
②大人になったらどんな
　お仕事をしますか？

元気いっぱいの

８名の一年生に
ききました。

知夫
小
学校

❶すっぱい、イチゴ
❷�大きな家を建てて
　みんなを幸せにす
　る大工さん

パワーのでる食べ物を食べて
元気で過ごしてくださいね。
夢はいつももちつづけてくださいね

郡保育所の
みなさん
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小学校／講師

三嶋千鶴子
山の中で育ち、海に囲ま
れての生活になり、すべ
てが新鮮です。子ども達
とお大師参りで全地区を
回り、知夫の雄大な自然
に感動しました。少しでも
早く知夫について知って
いきたいと思っています。
よろしくお願いします。

小学校／講師

大上美貴代
 3 月まで大阪（交野市）
で勤めていました。縁が
あり、 5 月11日よりかわ
いい 2 年生を担任するこ
とになりました。生まれ
育った海士から通ってい
ます。明るく素直な子ど
も達と一緒に勉強するの
がとても楽しいです。

小学校／教諭

平田由美恵
海士から毎日通勤してい
ます。今年は、ぴかぴか
のかわいい一年生を担
任させていただいていま
す。明るく素直な子ども
達とともに知夫のよさを
学んでいきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願
いします。

小学校／教頭

江戸　宣文
海と緑の自然の中で温か
い地域の方々に見守られ
て、のびのびと活動し一
生懸命学ぶ子ども達を
見ていると教育の原点が
ここにあると思えてきま
す。そんな子ども達の成
長を、精一杯支えていき
たいと思っています。

中学校／講師

古木　秀典
今年の 3 月に大学を卒業
したばかりの新米です。
ベテランの先生方や地域
の方々、生徒たちからい
ろいろ学び成長していき
たいと思っています。若
さと熱意を武器に頑張り
ます。

中学校／教諭

川端　美香
この度、松江から初めて隠岐に
やって来ました。初めてのことだ
らけで、驚かされることがたくさ
んありました。まず小学校と中学
校が同じ校舎にあること、次に普
通に狸が道を歩いていること、そ
して究極は物価が高いこと。まだ
まだ知らないことだらけで、ドキ
ドキワクワクの毎日です。

中学校／教諭

田中　孝夫
声楽が専門です。中学校
と小学 3 ・ 4 年生の音楽
を担当します。子ども達
に音楽する喜びを伝えら
れたらと思っています。
妻、 2 歳になったばかり
の娘と一緒に知夫に参り
ました。家族共々よろし
くお願いします。

中学校／教諭

元上　　治
通勤時に車窓から眺める
知夫の景色は予想通り美
しいものでした。地域の
皆様とともに子ども達の
成長を支援していきたい
と思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

中学校／教頭

倉敷　　実
米子の大山の麓から単身
赴任しました。初めての
知夫はプールのような透
きとおった海と放牧がと
ても印象的でした。これ
から地域の方々の協力を
得ながらしっかり頑張っ
ていきたいとおもいます。
宜しくお願いします。

知
夫
小
学
校
・
中
学
校

新
任
教
職
員
の
ご
あ
い
さ
つ

四
月
よ
り
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
教
職
員
の
方
々
で
す
。

皆
さ
ん
知
夫
の
大
自
然
に
心
を
動
か
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

毎年開催している知夫里島の恒例行事「サ
ザエのつかみ取り」！夏の海で、サザエ取り
しながら、バーベキューを楽しみましょう。

日時／８月１日㈯　13：00〜

会場／木佐根（小浜）
料金／大人3,000円・小人2,000円
　　　（バーベキューのみは1,000円）

開催期間／７月18日〜８月23日
今年で４年目のイベントです。浅島にて知
夫里島宿泊施設利用者限定で、地元案内人付
きでの素潜り体験です。都会からのお客様が
天然サザエ・アワビをとろうと頑張り楽しん
でいます。

夏
の
イ
ベ
ン
ト

夏
の
イ
ベ
ン
ト

夏
の
イ
ベ
ン
ト

夏
の
イ
ベ
ン
ト

無人島（浅島）素潜りツアー

サザエのつかみ取り



�

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
、
鹿
島
町
に

て
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
島
根
県
高
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

兼
ハ
イ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
島
根
県
大
会

で
本
村
（
郡
）
出
身
で
安

来
高
校
三
年
生
の
村
尾
航

司
君
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
ペ
ア
の
湯
浅
君
と
一

緒
に
六
月
二
十
六
日
か
ら

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
島
根
県
か
ら
た

だ
一
組
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
先
輩
の
活
躍

に
後
輩
達
は
エ
ー
ル
を
送

る
と
と
も
に
良
い
目
標
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
全
国

大
会
に
向
け
て
頑
張
れ
！

写
真
右
端
が
村
尾
君

この度、江津署から当地へ赴任して参りました。
自宅は松江にあり家族は妻、子ども 2人です。
さて、単身赴任も 4年目に入りました。仕事
においては、子どもと高齢者の安全を第一に、事
件、事故防止に努力していきたいと思っています。
私事ですが、休みを利用して島前三島の名勝を見
に行こうと計画しています。

4 月から赴任してきた山之内智
志です。 3 月までは邑智病院で勤
務していました。離島生活ははじ
めてですが、おいしい魚と雄大な
知夫の大自然の中で、仕事も生活
も楽しんでいけたらいいと考えて
います。気軽に声をかけていただ
けると喜びます。

平成12年春、西ノ島に舞い降り
はや12年。赤ちゃんだった長男が
小学校 6 年生になり、時の流れを
感じます。知夫のみなさんはとて
も元気ですね。知夫の大自然のな
せる技でしょうか。今後とも宜し
くお願いします。

4 月から 5 年目に突入しました
が、スタッフ、患者さんに支え
られ、楽しく仕事をしています。
ニューポートでの昼食も楽しみの
ひとつです。カツ丼は日本一おい
しいと思っています。うちの家族
も大フアンで、また皆で食べに行
きたいです。大将、よろしくお願
いします！

先日学校の倉庫から10年以上前
に流行ったバードゴルフのセット
が出てきました。天気のよい日
は、昼休憩にホテル知夫の里広場
でバードゴルフをしています。ど
なたかご一緒しませんか？　楽し
いですよ。

月 火 水 木 金

内　科 内　科 外　科
休　診

内　科

白石　裕子 山之内智志 星野　和義 山之内智志

■歯科診療所の診察は月曜日から金曜日まで菅野磨以子先生です。

山之内智
志先生

白石　裕
子先生

星野　和
義先生

知夫駐在所

曽田　保夫（雲南市出身　45歳）
◎
村
尾
航
司
く
ん

◎4月1日からの知夫村診療所体制です。
診療時間●9：00〜17：00〈予約制〉
☆木曜日の午後は月に一度精神科の診療
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ぼ
く
に
と
っ
て
最
大
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
い
ち
ば
ん
長
く
も

あ
り
短
か
く
も
あ
っ
た
三
年
間
。

二
〇
〇
〇
年
春
、
大
阪
か
ら
知
夫

に
引
っ
越
し
て
く
る
。
そ
の
と
き
僕

は
十
三
歳
。
知
夫
の
学
校
に
通
う
と

い
う
よ
り
夏
休
み
に
遊
び
に
き
た

と
い
う
感
覚
。
八
名
と
い
う
少
人
数

の
ク
ラ
ス
に
驚
い
た
。
ま
た
み
ん
な

が
随
分
大
き
く
見
え
圧
倒
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
ま
だ
慣
れ
な
い
僕
に
優

し
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
男
の
子
、

そ
れ
で
僕
は
少
し
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

た
。
初
日
の
入
学
式
に
は
出
た
も
の

の
、
翌
日
か
ら
ま
た
僕
は
家
に
閉
じ

こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
親
戚
の
叔
母

は
嫌
が
る
僕
を
な
ん
と
か
行
か
せ

よ
う
と
し
た
。
だ
が
登
校
拒
否
と
い

う
も
の
は
そ
う
簡
単
な
も
の
で
は

な
い
、
一
種
の
病
気
だ
、
と
今
な
ら

言
え
る
。
一
度
無
理
に
行
か
せ
ら
れ

た
が
脱
走
し
た
。
今
と
な
れ
ば
笑
い

話
だ
が
、
そ
の
時
に
し
て
み
れ
ば
死

活
も
の
だ
。
教
室
に
い
る
こ
と
が
死

ぬ
お
も
い
だ
っ
た
。

あ
る
日
「
あ
ざ
み
ほ
り
」
と
い
う

行
事
で
赤
は
げ
山
に
行
っ
た
。
同
級

生
に
会
う
の
は
入
学
式
以
来
。
気
ま

ず
か
っ
た
が
み
ん
な
は
言
葉
を
か

け
て
き
て
く
れ
る
。
久
し
ぶ
り
に
か

ら
だ
を
動
か
し
山
の
空
気
に
触
れ

た
こ
と
が
な
ん
と
も
心
地
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
日
か
ら
学
校
に
対

す
る
考
え
に
変
化
が
お
き
て
き
た
。

五
月
ご
ろ
少
し
ず
つ
学
校
に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
ま
た
叔

母
の
荒
治
療
が
復
活
す
る
。
し
か
し

今
ま
で
そ
う
い
っ
た
荒
治
療
は
僕

の
精
神
的
な
面
を
気
づ
か
っ
て
避

け
て
い
た
が
、
あ
え
て
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
歩
ふ
み
出
せ
た
か

も
し
れ
な
い
新
た
な
発
見
だ
っ
た
。

し
か
し
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
み

た
ら
発
狂
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）。
そ
れ

と
肉
親
な
ら
で
は
の
大
胆
な
行
動

と
も
い
え
る
。
そ
れ
か
ら
僕
の
日
課

は
、
朝
礼
に
出
て
秘
密
の
抜
け
道
一

宮
神
社
に
登
り
し
ば
ら
く
学
校
を

眺
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

定
年
後
は
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
島
に
帰
っ
て
の
ん
び
り

と
暮
ら
し
た
い
と
、
長
年
の
思

い
が
実
現
し
知
夫
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
生

ま
れ
育
っ
た
島
で
あ
り
、
す
ん

な
り
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
島

の
生
活
に
も
慣
れ
た
か
な
と
い

う
感
じ
で
す
。

都
会
の
喧
騒
か
ら
開
放
さ
れ

隠
岐
の
大
海
原
で
、
指
先
の
釣

り
糸
に
集
中
し
て
あ
た
り
が
き

た
瞬
間
の
興
奮
は
釣
り
好
き
だ

け
が
味
わ
う
た
ま
ら
な
い
魅
力

な
の
で
す
。
釣
り
た
て
の
魚
の

美
味
し
さ
は
、
最
高
の
贅
沢
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
の
頃
か
ら
遊
び
育
っ

た
竹
名
の
浜
の
思
い
出
が
現
実

と
な
り
、
帰
っ
て
き
た
実
感
に

浸
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
達
に

話
し
て
い
た
き
れ
い
な
岩
浜
は

荒
れ
、ゴ
ミ
の
山
。
こ
の
惨
状
に

シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。
昔

の
よ
う
な
き
れ
い
な
浜
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。釣

っ
た
魚
、
自
家
製
の
野
菜

な
ど
、
こ
の
格
別
な
楽
し
さ
を

求
め
、夏
野
菜
、釣
り
シ
ー
ズ
ン

に
む
け
準
備
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
荒
地
を
畑
に
開
拓
中
。
近

所
の
人
た
ち
の
協
力
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
う
け
な
が
ら
楽
し
く
鍬

を
ふ
り
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
島
の
伝
統
行
事
や
地
域

の
交
流
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
親
交
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
力

に
合
っ
た
目
標
を
設
定
し
て
、

あ
せ
っ
た
り
他
人
と
の
競
争
を

避
け
一
歩
一
歩
進
む
気
持
ち
で

海
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
毎

日
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
が
続
い
た
あ
る
日
、

い
つ
も
の
よ
う
に
朝
礼
だ
け
受
け

て
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
タ
イ

ミ
ン
グ
が
つ
か
め
ず
ど
う
し
よ
う

か
と
思
っ
て
い
る
と
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
が
次
の
授
業
も
受
け
て
み
よ

う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
初
め
て

の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
二
限
め
、
三

限
め
そ
し
て
昼
ご
飯
ま
で
食
べ
た
。

そ
の
間
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
声
を

か
け
て
く
れ
た
の
で
い
づ
ら
さ
が

な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
授

業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
は

じ
め
た
。

こ
う
し
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
地
域

の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
お
か
げ
で

二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
店
の
人
、
す
れ
違
う
人
に
も
自
然

に
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

卒
業
す
る
と
き
に
は
中
学
三
年
間
、

行
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
む
く

ら
い
学
校
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
僕
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
多

く
の
人
の
お
陰
で
助
け
ら
れ
た
か

ら
で
す
。

そ
し
て
今
、
自
分
の
気
持
ち
を
こ

う
し
て
整
理
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ

て
く
れ
た
学
校
、
知
夫
で
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
僕
の
人
生
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
今
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
僕
は
い
ま
教
師
に

な
る
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

奥本　哲男さん
（��歳）

Ｕターン紹介

知夫里の暮らし

開拓中の奥本さんの畑です。
夏野菜の実りをみんなが注目しつつ
応援しています。

僕のターニング
ポイント知夫

2000年春、知夫に１人の不登校に悩む少年がやってき
ました。彼は島の自然やクラスの仲間、地域の人たちに
見守られ、学校に戻ることができるようになりました。

成長したその少年、田原君が綴ってくれた、知夫での
思い出を紹介します。

田　

原　

正　

裕

（
守
口
市
・
学
生
）
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全国的な少子高齢化社会の中において、皆様のふるさと、わが知夫村も人口の減少が続いており、
平成17年の国勢調査では725人でしたが、昨年の10月 1日現在677人と、 3年間で52人の減少とな
り、このままでは来年の国勢調査では650人を下回ることが予想され、私ども村民は危機感を持っ
ているところです。そこで人口減少と過疎化に歯止めをかけ、定住人口増を図る目的で平成20年 4
月に定住対策会議（議会、村民、行政の三者代表）を発足し、9回に及ぶ活発な議論を重ねてきま
した。定住対策会議の答申を受け、平成21年 4月 1日に知夫村定住促進条例が制定されました。Ｕ
Ｉターン者の皆様が知夫村定住促進支援制度を利用され、ふるさと知夫村へのお帰りをお待ちして
おります。� （知夫村定住対策会議委員長　井尻義教）

知夫村定住促進支援制度（概要）

●制度の趣旨
この制度は、知夫村の人口減少と過疎化に歯止めをかけ、本村の活性化を目指し、Uターン者及びＩタ

ーン者の定住促進を図るために必要な支援制度となっています。

●支援の概要
平成21年 4 月 1 日から平成23年 3 月31日までの間に定住のため転入される新規定住者を対象※に、「住宅

取得又は持ち家改修等資金支援事業」「住宅新築のための土地取得費用地支援事業」のいずれか一方の事業
について助成金を支給するものです。
※転入期間以外の他にも手続き上の資格要件を満たすことが必要です。詳しくは役場にお問い合わせください。

「ふるさと知夫村」
わがとこに戻って住んでみませんか

住宅取得又は持ち家改修等資金支援事業

《住宅取得改修等助成金の支給》
住宅の新築.・持ち家改修・ 生活備品等の設備に

要した経費に対して、150万円を限度として助成金
を支給します。ただし、 5 年以上知夫村に定住す
ることが条件です。

《引越費用助成金の支給》
定住する際の引越費用として、 1 ～ 2 人世帯に

は20万円、 3 人世帯には25万円を支給します。

住宅新築のための土地取得費用支援事業

《土地取得助成金の支給》
知夫村で新に土地を確保（購入）し、その土地

に住宅を新築した場合、その土地取得費に対して、
150万円を限度として助成金を支給します。ただ
し、 5 年以上知夫村に定住することが条件です。

《引越費用助成金の支給》
定住する際の引越し費用として、 1 ～ 2 人世帯

には20万円、 3 人世帯には25万円を支給します。

お問い合わせ

お申込み窓口

知夫村役場 地域振興課 事業創出係
〒684-0100  島根県隠岐郡知夫村1065番地
TEL  08514-8-2211　FAX  08514-8-2093
HP  http://www.chibu-vill.com

支援事業（助成金の種別）によって手続きが異なり、
注意事項もあります。
この制度についての具体的な手続きや注意事項など
詳しくはお問い合わせください。

知夫村公式ホームページから

パンフレットをダウンロードできます。

地域振興課よりアクセス！
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毎
年
、
学
校
で
は
放
牧
牛
、
馬
の
た
め

に
生
徒
の
勤
労
体
験
学
習
の
ア
ザ
ミ
堀
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
汗
を
か
く
子
ど
も

達
の
姿
に
こ
の
地
な
ら
で
は
の
心
が
育
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
旧
暦
の
三
月
二
十
一

日
に
弘
法
大
師
の
命
日
に
各
地

区
の
神
社
、
寺
、
地
蔵
尊
を
お

参
り
す
る
も
の
。

日
頃
大
師
を
信
仰
し
な
い
人

も
、こ
の
日
は
島
内
を
巡
拝
し
、

接
待
を
い
た
だ
く
。
地
区
の
婦

人
達
は
こ
の
日
の
為
に
腕
を
ふ

る
い
地
元
の
料
理
を
並
べ

賑
わ
う
。
通
常
月
に
一
度

行
な
わ
れ
る
お
大
師
参
り

に
現
在
接
待
を
行
な
っ
て

い
る
の
は
、
河
井
の
お
地

蔵
さ
ん
だ
け
で
す
。（
人

数
は
へ
っ
た
だ
い
ぞ
、
い

つ
も
、よ
っ
た
り
（
四
人
）

ほ
ど
で
し
ち
ょ
っ
じ
や
）

と
の
こ
と
で
す
。

歌あり踊りあり、野大根祭りも盛大な餅まきでしめくくり賑やか
におわりました。この日は隠岐島畜産共進会知夫村予選が行なわれ
5頭の牛が予選通過しました。

知夫中学第1�期
卒業生のお大師参り

躍動的な小学生の
ちぶりっこソーラン
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編

集

後

記

四
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
取
材
を
し
て
い
く
う
ち
に

知
夫
の
宝
物
を
捜
す
よ
う
な
気
持
ち

も
お
ぼ
え
ま
し
た
。
次
回
は
さ
ら
に
内

容
濃
く
、
行
政
、
地
域
の
よ
う
す
を
お

伝
え
で
き
ま
す
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
矢
田
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

E
-m
ail:chisen@

chibu.jp
戸
籍
コ
ー
ナ
ー�

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

平
成
20
年
12
月
1
日
〜
平
成
21
年
4
月
30
日
届
出
分

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

広
報
郵
送
料

田
上　
　

巌
（
郡
）　
　

道
上　

良
子
（
北
九
州
市
）

道
下　

敏
代
（
北
九
州
市
）

一
般
寄
附
金

山
本
久
美
子
（
大
江
）

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

菊
地　

純
一
（
東
大
阪
市
）

井
田　
　

進
（
大
阪
府
）

宿　
　

信
義
（
尼
崎
市
）

吉
本　

光
廣
（
北
九
州
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

亀
山　
　

樹

　

保
護
者　

亀
山　

武
志

梶
谷　

一
晟

　

保
護
者　

梶
谷　

健
二

大
原　

亜
美

　

保
護
者　

大
原　

仁
志

﨑　
　

幸
音

　

保
護
者　

﨑　
　

和
教

清
水
シ
ゲ
コ
（
96
）�

古
海

南　
　

シ
モ
（
86
）�

大
江

﨑　
　

清
市
（
78
）�

多
沢

道
川　

常
雄
（
76
）�

仁
夫

安
田　

陽
子
（
62
）�

仁
夫

岡
山　

ハ
ル
（
83
）�

薄
毛

梶　
　

保
之�

和
歌
山
県

崎
山　

咲
地�

仁
夫

山
田　
　

広�

松
江
市

小
前　

朋
子�

多
沢

長
畑　

弘
樹�

仁
夫

伊
崎　

絵
美�

兵
庫
県

岩
谷　
　

猛�

大
田
市

亀
山
芽
久
美�

仁
夫

磯
部　

孝
男�

郡

中
谷　

友
紀�

和
歌
山
県

島
﨑　

広
志�

大
江

関
場　

典
子�

埼
玉
県

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

人
命
救
助
の
一
助
に
│
│

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入

こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化

助
成
事
業
の
助
成
金
で
住
民
や
事

業
所
を
対
象
と
し
て
応
急
手
当
の
講
習
会

等
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
心
肺
蘇
生
や
け
が
の
手
当
の

方
法
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
二
台
購
入

い
た
し
ま
し
た
。
一
台
は
仁
夫
地
区
、
も

う
一
台
は
薄
毛
地
区
へ
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

講
習
等
を
行
い
、
村
民
の
皆
様
が
誰
で

も
使
え
る
よ
う
に
な
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

福
山　

國
雄
（
79
）�

来
居

安
田　

ミ
ヤ
（
93
）�

仁
夫

佐
藤　

シ
チ
（
96
）�

大
江

ホ
テ
ル
知
夫
の
里
通
信

あ
の
感
動
を
再
び
！

ホ
テ
ル
知
夫
の
里
で
は
N
H
K

ド
ラ
マ
「
だ
ん
だ
ん
」
知
夫
里
島

ロ
ケ
の
写
真
展
を
開
催
中
で
す
。

二
月
十
二
日
か
ら
の
五
日
間
、

島
を
あ
げ
て
の
数
々
の
撮
影
シ
ー

ン
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
ビ
ー
の
大
型
テ
レ
ビ
は
「
だ
ん

だ
ん
」
D
V
D
観
賞
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
撮
影
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

お
宝
ポ
ス
タ
ー
も
展
示
中
で
す
。

「地球の心音を聞きに来ました」

「だんだん」をみて知夫を訪れる観光客が大勢

いらっしゃいます。宿泊客限定の「だんだんロケ

地めぐりツアー」も好評です。

「だんだん」人気はまだまだ続く予感です。

知夫里島
絶景写真募集中!!
知夫里島の魅力あふれる
写真を捜しています。
インターネットでの情報
発信のため皆様の自慢の
ワンショットをお待ちし
ています。� （薄謝進呈）

ランチタイム毎日営業中定番の定食、 麺類を中心に、500円から1000円のお手頃価格で昼食メニューをご用意しています。
☆お弁当、オードブルのご予約も受付中
TEL 8－2900
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冬
の
荒
れ
た
日
本
海
も
春

の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
お
だ

や
か
に
な
り
、
港
に
は
漁
師

さ
ん
た
ち
の
活
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い
ま
し
た
。

わ
か
め
漁
、か
な
ぎ
漁
、な

だ
網
、
ま
わ
し
網
、
カ
キ
漁

な
ど
自
然
の
恵
み
は
漁
師
さ

ん
の
生
計
を
支
え
て
い
ま
す
。

と
き
に
は
隣
近
所
に
そ
の
お

す
そ
わ
け
も
あ
り
ご
っ
つ
お

で
す
。

八
十
歳
す
ぎ
て
漁
に
で
て

い
る
若
々
し
い
町
屋
さ
ん
、

お
と
う
さ
ん
の
漁
を
自
負
す

る
か
わ
ち
や
さ
ん
、
魚
の
説

明
を
い
ろ
い
ろ
し
て
く
れ
た

山
崎
さ
ん
、
将
来
が
楽
し
み

な
南
家
さ
ん
、
知
夫
里
の
海

と
と
も
に
み
な
さ
ん
変
わ
り

ま
せ
ん
よ
う
に
。

春
の
漁

鹿島　シズさん（大江）

こどもの頃いろんなおやつをつくって
くれたかあさん。ぎょうせんあめ、え
んがらまめ、おいしかったー。
７人のこどもを大きくしてくれまし
た。またゆっくりおしゃべりしようね。
� （娘より）

古谷たづ子さん（薄毛）

うちのかあちゃんはふとっぱら。なん
にでも挑戦する逞しいかあちゃん。
たまにはゆっくりやすめよー

（息子より）

山本真由美さん（来居）

おかあちゃんのすごいところはかわい
いこどもたちを４人も生んでくれたこ
とだよ。とくにりりかちゃん（４人目
のこどもさん）はかわいいよ。

（娘より）

がいな石鯛がかかっちょったどー。そいに
また今日はおこぜもかかっちょるわい。こ
いがまた、ぜんになっだわい。（多沢・こ
めやさんのなだあみで山崎さん）

今日の仕事も終わり、船の上で賑やかに
語らう漁師さんたち

農協前の住人です

このそうじがなかなかですね。今年ももう
そろそろ時期がおわりそうです。（出荷前
のカキのそうじをしている仁夫の南家さん）

今日はとろばこ　いっぺーじゃな。
（仁夫・町屋やさん）

♥♥♥ ５月母の日　知夫里の肝っ玉母さんみつけました ♥♥♥

うちの父ちゃんのとるワカメはの、いいと
このやつでの、いっかい刈ったとこからま
た新しゅうはえたやつでのお、そりゃー上
等ださら（郡・かわちや隠居さん）


